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注目議案案
議案第13号

受益者に変更があった場
合の取り扱いについて、届
出者となる住民の負担軽
減及び行政事務の効率化
を図るための条例改正

下水道事業受益者
負担金条例の一部
を改正する条例

R４.３.14（月）
総務文教常任委員会

R４.３.10（木）
事業厚生常任委員会

議案第14号

• �契約目的：�熊取町立東保育所大規模
修繕工事

•契約方法：�指名競争入札による契約
•契 約 金：１億2,772万2,100円
• 契約相手：（株）カーサ・プランニング

工事請負契約の締結について

議案第３・４号 非常勤特別職員報酬等条例の一部を改正する条例
消防団設置等条例の一部を改正する条例

（議案第１号・２号・18号・30号）令和3年度熊取町一般会計補正予算の内訳

消防団員報酬

消防団員資格

旧

旧

新

新

水火災・警戒・訓練の出動
2,000円/回

（1）熊取町居住者
（2）年齢20歳以上

（1）災害に関する出動4,000円/回、４時間以上8,000円/回
（2）団長の命による警戒・訓練　3,500円/日
（3）前２号以外の出動　2,500円/日

（1）熊取町内（居住者・通勤者・通学者）
（2）年齢18歳以上

追加額 総　額 主な内容

議案第1号 7億2,949万3千円 171億3,199万4千円 住民税非課税世帯臨時特別支援事業
　非課税世帯1世帯に10万円給付

議案第2号 5,031万円 171億8,230万4千円 子育て世帯臨時特別支援事業
　所得制限により対象外となった世帯に一人10万円給付

議案第18号 7億9,405万8千円 179億7,636万2千円
ふるさと応援寄付金積立金
退職手当見込み額増
道路維持事業

議案第30号 2億5,005万8千円 182億2,642万円
南小学校運動場改修工事
東小学校大規模改造工事　　　国の補助金活用
熊取中学校トイレ改修工事　　するために前倒し計上
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【会派名】　創生：創生くまとり　共産：日本共産党熊取町会議員団　公明：熊取公明党　新政：新政クラブ

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示
（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

３月定例会審議案件
議員名 田中

豊一 大林 浦川 坂上
昌史 文野 鱧谷 田中

圭介 河合 矢野 渡辺 江川 坂上
巳生男

二見
議長

会派名 創生 創生 未来 未来 熊愛 共産 新政 新政 新政 公明 共産 共産 公明

令和4年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ―
令和4年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ―
令和4年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ―
令和4年度介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ―

熊取町議会から
各関係省庁に提出

された意見書

〇�文書通信交通滞在費及び立法事務費に関する制度の見直しを求める
意見書

〇�地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書

〇�選択的夫婦別姓制度の法制化に関する議論を求める意見書

3月定例会の

議案第８号

子どもの権利や、保護者をはじめ地域社会、行政といった様々な立場
の者が子どもの育ちを支えるための役割を定めるための条例
令和4年4月1日から施行
〇熊取公明党から賛成討論を行いました。

子どもの権利に関する条例

３月定例会に
上程された議案は
すべて可決されました

議案第12号議案第11号

子ども医療費助成の対象
者を18歳到達年度末まで
引き上げるための条例改
正
令和４年10月１日から施行

令和４年度分以降の国民
健康保険料について、未
就学児に係る被保険者均
等割額を５割減額する制
度が新たに導入されるこ
とによる条例改正
令和４年４月１日から施行

子ども医療費助成条例
の一部を改正する条例

国民健康保険条例の
一部を改正する条例

子どもには「生きる権利」「育つ
権利」「守られる権利」「参加する
権利」の4つの権利がある。
子どもたちの権利が守られ、夢
と希望と豊かな心をもって成長
することができるまちの実現を
決意し、制定されました。
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子ども医療費助成が18歳まで拡充！（10月1日施行）
　

3
月
2
日
か
ら
28
日
ま
で
の
日
程
で
3
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
会
は
令
和
4
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
、町

長
か
ら
は
施
政
方
針
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般

質
問
、議
案
説
明
と
委
員
会
付
託
、施
政
方
針
を
問

う
会
派
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
4
年

度
予
算
を
含
む
町
長
提
案
の
す
べ
て
の
議
案
が
、

全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
約
149
億
１
８
０
０
万
円
で
前
年

比
1.1
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
無
料
化
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

（
熊
取
モ
デ
ル
）の
維
持
、電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、マ
イ
ボ
ト
ル
給
水
機
の
導
入
、各
小
学
校

に
お
け
る
生
ご
み
処
理
機
の
導
入
等
々
、含
ま
れ

て
い
ま
す
。

二見裕子議長

３
月
定
例
会

　

2
月
10
日
に
東
京
イ
ン
タ
ー
プ
レ

イ
株
式
会
社
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
で
議

会
を
代
表
し
て
、令
和
2
年
11
月
に

導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

熊
取
町
の
ア
ピ
ー
ル
と
議
会
の
概
要
、

導
入
の
経
過
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
講
演

（
関
西
限
定 

自
治
体
向
け

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
）

も く じ
３月定例会 ２～４ページ
予算審査特別委員会	 ５～７ページ
会派代表質問	 ８～９ページ
一般質問	 10～12ページ
政務活動費収支報告　	 12ページ
地方創生臨時交付金	 13ページ
特別委員会	 14～15ページ
議会防災訓練	 15ページ
６月定例会の予定	 16ページ

ロシア連邦大統領 

ウラジミール・プーチン 閣下 

抗 議 文 
 

 去る２月２４日、貴国がウクライナに軍事侵攻を行ったことは、ウクライ

ナ国民だけでなく、国際社会の平和と秩序、安全を脅かし、明らかに国連憲

章に反する行為であり強い憤りを覚える。 

 今回の軍事行動は、市民の犠牲を生み、恒久平和を希求する世界の人々の

気持ちを踏みにじるものであり、ましてや核兵器を使用することがあっては

ならない。 

 よって、熊取町は「核兵器の廃絶と軍縮を願う平和都市宣言」の理念に基

づき、ロシア軍による攻撃やウクライナ主権侵害に抗議するとともに、対話

による緊張緩和を進め、即時の攻撃停止と部隊の撤収、国際法を順守した誠

意ある対応を強く求める。 

 今ここに、熊取町民を代表して厳重に抗議するとともに、これから世界平

和ならびに地球規模での共存共栄に邁進されるよう強く要請する。 

 

2 0 2 2 年 3 月 2 日 

日 本 国 大 阪 府 熊 取 町 長 

藤  原   敏  司 

日本国大阪府熊取町議会議長 

二  見   裕 子 

※�

3
月
2
日
に
、町
長
・
議
長
の
連
名
で
ロ
シ

ア
連
邦
が
行
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
に
対
し
て
、ロ
シ
ア
大
使
館
へ
抗
議

文
を
送
付
し
ま
し
た
！
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※構成比は単純四捨五入しているので、合計しても100％にならない場合があります。

43.7%
11.1%

0.6%
1.0%
7.3%

4.3%

14.0%

5.7%
0.0% 0.1%

0.8% 11.5%

一般会計予算
149億1,862万円

教育費

20億8,191万円

学校教育、生涯学習、図書館など
公債費

8億4,863万円

借入金の返済
災害復旧費

537万円

災害からの復旧

消防費

6億3,599万円

防災対策、消防、消防団など

土木費

10億8,623万円

道路、河川、公園の整備・
維持管理など

商工費

1億4,655万円

商工業の振興、観光など

予備費

2,000万円

議会費

1億1,883万円

議会運営、議会報酬など

総務費

17億1,731万円

税務、戸籍、自治振興など

民生費

65億1,294万円

高齢者・児童・障がい者福祉など
衛生費

16億6,252万円

健康、母子保健、環境保全、
ごみ処理など

農林水産業費

8,235万円

農業、森林保全など

歳 出

【一般会計】
　　　町税	 40億8,178万円
地方交付税	 32億9,900万円
国庫支出金	 22億5,660万円
　府支出金	 13億9,171万円
　　繰入金	 12億2,363万円
　　　町債	 8億5,690万円
　　その他	 18億	 900万円
　　　　計	 149億1,862万円

【特別会計】
国民健康保険事業 50億	 737万円
後期高齢者医療 7億7,786万円
介護保険 41億3,796万円
墓地事業 4,224万円

【公営企業会計】
下水道事業
　　事業収益 11億1,364万円
　　事業費用 10億7,024万円

令和４年度　一般・特別・公営企業会計予算状況

歳入
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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
と
し
て
児
童
生
徒
１

人
ひ
と
り
に
端
末
機
を
配

布
済
み
だ
。
臨
時
休
業
な

ど
の
長
期
間
登
校
で
き
な

い
場
合
の
学
び
の
確
保

は
？

問

	

保
育
所
の
副
食
費
無

償
化
を
引
き
続
き
継
続
で

き
な
い
か
？

問

	

公
園
整
備
事
業
の
内

容
は
？
問

	
防
災
士
向
け
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
の
内

容
は
？

問

	

社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
の
高
齢
者
移
送
サ
ー

ビ
ス（
行
こ
うC

ar

）の
利

用
状
況
は
？

問

	

コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
た

ち
の
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
な

ど
の
ネ
ッ
ト
依
存・
障
害

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が

対
応
は
？

問

	

電
子
図
書
館
の
内
容

は
？
問

	

総
合
防
災
訓
練
の
内

容
は
？
問

	

現
在
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
登
録
者
数
は
？

問

	

長
期
間
登
校
で
き
な

い
場
合
は
端
末
機
を
持
ち

帰
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

で
学
び
の
確
保
を
し
て
い

答

	

前
年
度
は
基
金
を
使

い
実
施
し
た
。
他
の
事
業

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
区

切
り
と
す
る
。

答

	

奥
山
雨
山
自
然
公
園

に
2
か
年
で
約
４
０
０
０

答

	

令
和
元
年
に
育
成
し

た
防
災
士
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
防
災
士
会
の
応

援
を
得
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
よ
う
に
行
う
。

答

	

運
行
状
況
は
５
０
４

コ
マ
中
３
２
７
コ
マ
実
施

（
稼
働
率
65
％
）。
登
録
者

１
４
３
名
。
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
14
名（
男
性
10

名
、女
性
4
名
）。

答

	

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
で
対

応
し
て
い
く
。

答

	

コ
ン
テ
ン
ツ
数
は
１

３
０
０
タ
イ
ト
ル（
４
９

２
万
8
千
円
）、導
入
費
用

（
77
万
円
）、ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
半
年
分（
33
万
円
）

10
月
導
入
予
定
。

答

	

平
成
28
年
以
降
6
年

ぶ
り
の
開
催
。
内
容
は
住

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き

る
よ
う
各
種
団
体
と
協
議
、

計
画
す
る
。

答

	

令
和
２
年
１
８
７
人

（
男
性
１
３
４
人・女
性
53
人
）

答

ここがここが
    聞聞きたいきたい予算審査 特 別

委員会
　令和４年度一般会計予算・各特別会計予算及び下水道事業会計予算は予算審査特別委員会
（委員長・田中　圭介）で３月16日、17日にわたり審議しました。
　各委員から数多くの質疑がありましたので、その内のいくつかをお知らせします。

田中圭介	委員長

動
画
は

こ
ち
ら

田中豊一	副委員長矢野正憲	委員 大林隆昭	委員二見裕子	委員 浦川佳浩	委員江川慶子	委員

教
育

住
民
サ
ー
ビ
ス

防
災

福
祉

質疑

　
　
　
住
民
さ
ん
を
巻
き

込
み
、意
識
で
き
る
よ
う

な
、総
合
防
災
訓
練
と
な

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
。

要
望

く
。
ま
ず
は
夏
休
み
期
間

に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う

事
を
考
え
て
い
る
。

万
円
、長
池
オ
ア
シ
ス
公

園
に
１
８
０
０
万
円
。
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討
論
（
要
旨
）

	
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
は
考
え
て
い
な
い

か
？

問

	

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園

の
現
状
と
活
用
は
？

問

	

感
染
症
対
策
事
業
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査（
熊
取
モ
デ

ル
）は
何
名
分
？

問

	

予
防
接
種
を
町
で
実

施
す
る
時
、メ
リ
ッ
ト
、デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
国
の

健
康
被
害
制
度
に
則
っ
た

定
期
接
種
に
な
る
こ
と
を

今
後
、動
向
を
見
て
い
く
。

答

	

令
和
3
年
度
実
績
は

来
園
者
数
４
９
７
名
、売

り
上
げ
は
78
万
8
千
円
。

第
1
、2
農
園
は
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
狩
り
。
第
3
農
園

は
、整
備
が
完
成
、令
和
5

年
度
か
ら
収
穫
し
、活
用

分
に
す
る
。

答

	
５
０
０
名
分
で
1
件

2
千
円
。

答

健
康

農
業

　
　
　
高
齢
者
の
方
の
痛

み
が
軽
減
で
き
、生
活
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
、助

成
し
て
も
ら
い
た
い
。

要
望

	

保
険
料
が
上
が
っ
て

い
る
。
引
き
下
げ
る
努
力

は
し
て
い
る
か
？

問

	

昨
年
度
と
今
年
度
の

全
正
職
員
数
の
違
い
は
？

問

	

保
険
者
努
力
支
援
分

は
？
問

	

法
人
町
民
税
約
９
３

０
０
万
円
の
対
象
企
業
数

は
？

問

	

府
支
出
金
の
保
険
者

努
力
支
援
分
は
府
下
１
位

で
あ
る
。
基
金
を
使
っ
て

激
変
緩
和
措
置
に
使
う
。

答

	

昨
年
度
は
、予
算
上

３
１
１
名
で
４
月
１
日
は

３
０
９
名
で
あ
っ
た
。
本

年
度
の
全
職
員
数
は
予
算

上
も
４
月
１
日
付
も
３
０

５
名
で
あ
る
。

答

	

令
和
３
年
度
実
績
は

１
０
０
０
点
満
点
中
６
４

２
点
で
府
内
１
位
。
評
価

を
受
け
た
点
数
に
よ
り
、

国
か
ら
府
に
交
付
さ
れ
た

特
別
交
付
金
が
配
分
さ
れ

る
。

答

	
８
５
１
社（
法
人
税

割
２
４
３
社・
均
等
割
６

０
８
社
）

答

国
民
健
康
保
険

そ
の
他

賛
成

賛
成

賛
成

公
明
党

未
来
・
熊
愛

創
生
く
ま
と
り

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
現
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
。
産

業
振
興
に
大
い
に
期
待
す
る
！

コ
ロ
ナ
対
策
、
産
業
振
興
等
、
前
向
き
な

姿
勢
を
大
い
に
評
価
す
る
。

反
対
共
産
党
議
員
団

西
保
育
所
民
営
化
な
ど
、
住
民
の
声
を
聞

か
な
い
行
革
推
進
の
姿
勢
は
問
題
あ
り
。
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R4年度の動き
問う!

会派代表質問

　
　
国
は
地
域
の
脱
炭
素
化
を
支
援
す
る
目

的
で
、２
０
０
億
円
の「
地
域
脱
炭
素
移
行・

再
エ
ネ
推
進
交
付
金
」を
創
設
す
る
。
２
０

３
０
年
ま
で
に
１
０
０
カ
所
の
脱
炭
素
先
行

地
域
を
選
び
重
点
的
に
支
援
す
る
方
針
。
脱

炭
素
先
行
地
域
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
戦
略
的

に
実
行
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

熊
取
町
の
対
応
は
？

　
　
公
共
施
設
や
家
庭
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、

問答子
ど
も・子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
新
た
に
導
入
す
る
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
に
つ
い
て
？

　
　
多
胎
児
家
庭
や
体
調
不
良
に
よ
り
家
事

や
育
児
へ
の
支
援
が
必
要
な
家
庭
に
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
し
、食
事
の
準
備
、洗
濯
、掃
除
、授

乳
介
助
、沐
浴
介
助
を
行
う
。
利
用
料
は
自

己
負
担
で
、1
時
間
当
た
り
７
０
０
円
と
し
、

生
活
保
護
世
帯
及
び
非
課
税
世
帯
は
免
除
。

　
　
使
用
済
み
オ
ム
ツ
の
保
育
所
で
の
処
分

問答問 脱
炭
素
化
へ
の
道
筋
は
？

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
！

新
政
ク
ラ
ブ　
矢や

の野　
正ま

さ
の
り憲

熊
取
公
明
党　
渡わ

た
な
べ辺　
豊と

よ
こ子

建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
向
上
の
た
め
の
住
宅

補
助
事
業
、Ｅ
Ｖ
購
入
支
援
事
業
な
ど
を
位

置
付
け
る
。

あ
ら
ゆ
る
機

関
か
ら
情
報

収
集
し
交
付

金
活
用
を
意

識
し
た
計
画

策
定
に
取
組

む
。

に
つ
い
て
は
？

　
　
感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
、保
育
士
の
作
業

量
の
削
減
、保
護

者
の
負
担
軽
減
と

し
て
、使
用
済
み

オ
ム
ツ
を
各
保
育

所
で
処
分
す
る
。

答

新政クラブ 矢野　正憲 1 ヤングケアラー支援について
2 カーボンニュートラルの実現について

熊取公明党 渡辺　豊子 1 新型コロナウイルス感染症への対応について
2 子ども・子育て支援について

未来 浦川　佳浩 1 第３次熊取町産業振興ビジョンについて

創生くまとり 大林　隆昭

1 学校教育について
2 公園、自然環境について
3 防犯、防災について
4 商工業、サービス業について

日本共産党熊取町会議員団 坂上　巳生男
1 産業振興アクションプログラムについて
2 立地適正化計画（案）について
3 大阪府・大阪市のIR推進への見解について

会派代表質問は、令和４年度予算、町政運営方針に対し考えを問う質問です。
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会
派
代
表
質
問

　
　
町
内
産
業
が
衰
退
し
、併
せ
て
法
人
町

民
税
も
10
年
前
と
比
べ
半
減（
税
率
改
定
含

む
）し
て
い
る
。
産
業
振
興
を
図
る
に
は
、ま

ず
全
町
内
事
業
者
と
繋
が
る
仕
組
み
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

　
　
産
業
振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、

町
内
事
業
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
る
。

　
　
調
査
で
は
、シ
ニ
ア
世
代
の
８
割
が
リ

タ
イ
ア
後
も
働
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
が
、

実
態
は
３
割
程
度
で
あ
る
。
シ
ニ
ア
世
代
が

問答問

　
　
立
地
適
正
化
計
画
の
目
的
、ま
た
防
災

の
観
点
か
ら
開
発
指
導
要
綱
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
住
居
や
都
市
機
能
の
配
置
、公
共
交
通

の
充
実
等
、コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指
す

計
画
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
都
市
再
生
整
備
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、交
付
金
の
重
点
配

分
の
対
象
と
な
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
一
部
と
み
な
さ
れ
る
。

　
ま
た
、本
計
画
の
防
災
指
針
で
は
、一
元
的

問答

　
　
令
和
４
年
度
の
地
区
別
自
主
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
策
定
の
目
標
は
？

　
　
各
区
、自
治
会
で
自
主
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
重
要
性
の
説
明
、作
成
の
依
頼
を
強
力

に
行
い
、令
和
４
年
度
は
10
地
区
で
の
作
成

を
目
標
に
、可
能
な
限
り
速
や
か
に
全
地
区

で
の
作
成
を
目
指
す
。
当
該
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
と
併
行
し
て
、校
区
別
避
難
行
動・避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
推
進
し
、令
和

４
年
度
は
２
つ
の
避
難
所
で
の
作
成
を
目
指

問答 賑
わ
い
と
生
き
が
い
を

防
災
指
針
に
合
わ
せ
て
、

開
発
指
導
要
綱
見
直
し
を

地
区
別
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
支
援
を
！

未
来　
浦う

ら
か
わ川　
佳よ

し
ひ
ろ浩

日
本
共
産
党
熊
取
町
会
議
員
団　
坂さ

か
う
え上　

巳み

き

お
生
男

創
生
く
ま
と
り　
大お

お
ば
や
し林　
隆た

か
あ
き昭

日
々
の
生
活
に
生
き
が
い
を
持
て
る
様
、働

き
や
す
い
環
境
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

　
　

関
係
機
関
と
連
携
し
、

全
世
代
を
対
象
と
し
た
仕
事

の
斡
旋・紹
介
に
取
り
組
む
。

答

な
雨
水・
治
水・
浸
水
対
策
や
施
設
整
備・
維

持
管
理
、ハ
ザ
ー
ド
に
関
す
る
周
知
な
ど
計

画
的
な
実
施
を

定
め
る
。
開
発

指
導
要
綱
の
見

直
し
を
含
め
て
、

適
切
な
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

す
。

　
　
　
災
害
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
て
く

れ
な
い
。
積
極
的
な

作
成
支
援
を
求
め
る
。

要
望



10くまとり議会だより　令和4年5月発行  No.57

各議員が問う
!

　　これどう
する!

一般質問

太
陽
光
パ
ネ
ル
補
助
金
を

　
　
熊
取
町
は「
２
０
５
０
年
CO2
排
出
ゼ
ロ
」

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
第
４
期
地
球
温
暖

化
対
策
に
は
、町
の
施
設
で
の
削
減
が
載
っ

て
い
る
が
、熊
取
町
と
し
て
の
取
り
組
み
を

考
え
、施
設
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
や
各
家

庭
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
へ
の
補
助
金
交
付
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

計
画
の
中
で
考
え
る
。

　
　
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標

問答「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」に
つ
い
て

　
　
仮
称「
子
ど
も
基
本
条
例
」が「
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
」と
名
称
づ
け
ら
れ

た
経
緯
は
？

　
　
子
ど
も
の
権
利
が
中
心
だ
か
ら
。

　
　
子
ど
も
達
に
条
例
に
つ
い
て
ど
の
様
に

周
知
啓
発
す
る
の
か
？

　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、小
中
学

校
の
子
ど
も
達
に
配
布
す
る
。

問答問答 気
候
危
機
打
開
へ
太
陽
光
発
電
に

補
助
金
交
付
を
！

子
ど
も
達
の
た
め
の

条
例
制
定
を
評
価

鱧は
も
た
に谷　
陽よ

う
こ子

渡わ
た
な
べ辺　

豊と
よ
こ子

と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
の
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
、そ
の
中
に
お

い
て
、施
設
に
加

え
、家
庭
へ
の
太

陽
光
発
電
設
置
補

助
金
を
検
討
し
て

い
く
。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
流
産
や
死
産
を
経
験
し
た
女
性
等
へ
の

心
理
的
社
会
的
支

援
は
？

　
　
本
年
4
月
か

ら
産
後
ケ
ア
事
業

の
対
象
者
と
し
て

利
用
可
能
。
相
談

窓
口
や
サ
ー
ビ
ス

の
周
知
に
努
め
る
。

問答

鱧谷　陽子
1 男女共同参画プランについて
2 気候危機について

渡辺　豊子
1 「子どもの権利に関する条例」について
2 グリーフケアの充実について
3 コロナ禍における女性の負担軽減について

田中　圭介
1 消防団について
2 熊取町ホームページについて

田中　豊一

1 新熊取町道路網計画の策定について

2 府道泉佐野「大阪岸和田南海線」の進捗につ
いて

3 熊取町公民館・町民会館整備事業について

河合　弘樹
1 成人式について

2 新型コロナウイルス濃厚接触者の休業補償
について

江川　慶子
1 コロナ感染症対策について
2 ごみの回収について
3 高すぎる国民健康保険料について

坂上　昌史
1 デジタル田園都市国家構想への対応につい

て
2 英語民間試験の補助について

文野　慎治
1 熊取町産業振興アクションプログラムにつ

いて
2 熊取駅前のこれからの課題について

町のさまざまな課題について議員が提案も含めて、町に考えを聞くのが「一般質問」。
ここでは、各議員の質問内容をダイジェスト版でお知らせします。
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一
般
質
問

　
　
令
和
4
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正

民
法
で
は
、成
人
と
な
る
年
齢
が
20
歳
か
ら

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、成
人
式
の
時

期
や
在
り
方
に
関
し
て
は
、現
在
、法
律
に
よ

る
決
ま
り
は
な
い
が
、熊
取
町
の
考
え
は
？

　
　
本
町
と
し
て
は
、18
歳
を
対
象
に
成
人

式
を
開
催
し
た
場
合
、進
学
や
就
職
の
準
備

等
の
時
期
と
重
な
り
、負
担
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
も
含
め
、従
来
通
り
20
歳
を
対
象
に
、1

月
の「
成
人
の
日
」の
前
日
の
日
曜
日
に
実
施

問答

　
　
令
和
４
年
度
か
ら
非
常
勤
特
別
職
員
報

酬
等
条
例
改
正
に
伴
い「
熊
取
町
区
域
内
に

居
住・
勤
務・
通
学
す
る
者
」と
消
防
団
員
資

格
が
広
く
な
っ
た
。

　
今
年
度
、２
つ
の
分
団
の
消
防
車
両
入
れ

替
え
が
行
わ
れ
る
。
ま
だ
消
防
車
と
し
て
機

能
す
る
な
ら
、そ
の
内
の
１
台
を
残
し
、昼
中

の
大
震
災
な
ど
の
有
事
や
火
災
に
備
え
、役

場
職
員
で
構
成
す
る「
役
場
分
団（
機
能
別
分

団
）」を
発
足
し
て
は
ど
う
か
？

問

命
守
る
支
援
を
強
め
よ

　
　
町
は
、感
染
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、感

染
者
や
自
宅
待
機
者
に
必
要
な
支
援
が
で
き

て
い
る
か
？

申
請
が
あ
れ
ば
対
応

　
　
爆
発
的
感
染
拡
大
で
府
.
保
健
所
は
、

す
ぐ
の
対
応
が
し
き
れ
て
い
な
い
。
町
は
、

学
校
や
医
師
が
判
断
し
、保
健
所
へ
報
告
し

て
い
る
。
生
活
支
援
物
資
を
自
宅
待
機
者
へ

問答

　
　
新
設
の
町
民
会
館
整
備
地
点
は
、埋
蔵

文
化
財
の
調
査
や
地
盤
改
良
で
、工
期
を
心

配
し
て
い
る
。
令
和
６
年
４
月
の
開
館
に
間

に
合
う
の
か
？

　
工
事
の
前
倒
し
が
必
要
で
は
。

　
　
10
月
に
入
札
、12
月
議
会
で
契
約
案
件

議
決
、令
和
５
年
１
月
か
ら
整
備
着
工
を
予

定
。
令
和
６
年
４
月
共
用
開
始
を
予
定
。

　
　
当
初
事
業
費
が
12
億
円
か
ら
15
億
円
に

増
え
た
理
由
は
？

問答問

成
人
式
は
ど
う
な
る
か
？

消
防
団
役
場
分
団

（
機
能
別
消
防
団
）発
足
を
!!

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
第
６
波

自
宅
待
機
者
へ
の
支
援
は

公
民
館
・町
民
会
館
整
備

河か
わ
い合　
弘ひ

ろ
き樹

田た
な
か中　
圭け

い
す
け介

江え
が
わ川　
慶け

い
こ子

田た
な
か中　
豊と

よ
か
ず一

す
る
予
定
。
し
か
し「
成
人
式
」と
い
う
名
称

に
つ
い
て
は
、今
後
、検
討
し
て
い
く
。
対
象

と
な
る
方
へ
の
周

知
は
、本
年
4
月

号
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ

る
。

　
　
平
日
昼
間
の
活
動
が
消
防
団
員
不
足
に

よ
り
困
難
な
状
況
に
な
れ
ば
、そ
の
解
決
の

方
策
の
一
つ
と

し
て
、消
防
団

の
皆
様
と
協
議

し
役
場
分
団
の

結
成
な
ど
検
討

を
行
う
。

答

届
け
る
案
内
を
作
り
、保
健
所
か
ら
お
知
ら

せ
す
る
。
連
絡
が
あ
れ
ば
自
宅
へ
届
け
る
等

対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
申
請
が
苦

手
な
方
も
お
ら
れ

る
。
細
や
か
な
対

応
を
求
め
る
。

要
望

　
　
軟
弱
地
盤
が
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
判
明
、

杭
基
礎
工
事
に
変
更
、建
築
資
材
の
高
騰
も

あ
り
増
大
し
た
。
精

査
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

答
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一
般
質
問

　
　
こ
れ
ま
で
何
度
か
質
問
し
て
い
る
が
、

英
検
等
の
英
語
民
間
試
験
の
補
助
に
つ
い
て

ど
う
か
？

　
　
令
和
３
年
度
は
※
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
を
導
入

し
た
。
令
和
４
年
度
も
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
英
語
民
間
試
験
へ

の
補
助
に
つ
い
て
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　
　
　
全
国
的
に
多
く
の
自
治
体
で
も
実
施

し
て
い
る
、英
検
等
の
英
語
民
間
試
験
へ
の

補
助
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

問答要
望

　
　
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

新
事
業
創
出・企
業
誘
致
の
特
徴
は
。

　
　
駅
周
辺
や
遊
休
不
動
産
活
用
事
業
者
支

援
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
製
作
費
支
援
、地
域
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業
の
検
討
。

　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
事
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

町
内
の
遊
休
不
動
産
の
活
用
に
繋
が
る
。

　
　
施
策
が
部
署
を
ま
た
が
る
。
調
整
は
ど

問答問答問 英
語
民
間
試
験
を

も
っ
と
受
け
や
す
く
！

新
産
業
振
興
Ａ
Ｐ
を

絵
に
描
い
た
餅
に
す
る
な

坂さ
か
う
え上　

昌ま
さ
ふ
み史

文ぶ
ん
の野　

慎し
ん
じ治

※
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
は
、英
検
の
プ
レ
テ
ス
ト
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
団
体
受
験
専
用
の
試

験
。

　
英
検
の
よ
う
に
資

格
取
得
は
で
き
な
い
。

こ
が
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
所
管
は
住
民
部
。
私
の
熱
意
を

職
員
に
ど
う
伝
え
て
い

く
か
が
、事
業
の
展
開

に
大
き
く
左
右
す
る
。

ト
ッ
プ
と
し
て
気
持
ち

を
込
め
進
め
る
。

町
長
答
弁

注１：事務費には会派控室でのインターネット利用に係る経費が含まれ、各会派の所属議員数に応じて支払っています。（プロバイダー料年間総額：68,112円）
注２：残余金は町に返還しています。
※収支報告書及び政務活動費に係る出張報告等について、町議会ホームページでも公開します。

令和3年度　議会政務活動費収支報告令和3年度　議会政務活動費収支報告
政務活動費は、町議会議員の町政に関する調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議会における
会派に対して交付されています。
会派ごとの収支内訳は次のとおりです。 （円）　　�　　　　　　　　　　　

会　派　名
収　入

（利息含）支出合計

内　　　　　訳
残余金

（注２） 主な支出内容所　属
議員名

調査
研究費 研修費 広報・

広聴費
要請陳情
等活動費 会議費 資料

作成費
資料

購入費
事務費 

（注１） 人件費

日本共産党
熊取

町会議員団

坂上巳生男
江川　慶子
鱧谷　陽子

720,003 456,679 120,366 28,800 307,513 263,324
大阪社会保障推進協議会主催
セミナー受講料
会派パソコン購入費など

熊愛 文野　慎治 240,000 5,239 5,239 234,761 インターネット使用料

熊取公明党 渡辺　豊子
二見　裕子 480,000 394,468 238,970�138,928� 16,570� 85,532

議会報告書作成費
国土交通省都市局への要望活
動など

新政クラブ
矢野　正憲
河合　弘樹
田中　圭介

720,001 334,151 157,470 176,681 385,850 衆議院議員との研修会派パソコン購入費など

未来 浦川　佳浩
坂上　昌史 480,001 80,049 5,220 60,000 14,829 399,952 オンラインセミナー受講料オンライン資料購読費用など

創生くまとり 田中　豊一
大林　隆昭 480,001 352,918 318,035 34,883 127,083 議会報告書作成費事務用品費など
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Q

Q

Q

地方創生臨時交付金を使って地方創生臨時交付金を使って
　令和４年度下記事業を行います！　令和４年度下記事業を行います！

地方創生臨時交付金って何？

熊取町の交付金額は？

A

A

A

交付金を使って何を行う？

コロナ克服・新時代開拓のための経済対策として、国が措置してくれた交付金です。地域の実情に応
じて、必要な感染防止等の事業を実施できるように、措置されました。地方公共団体が地域の実情に
応じて実施する事業であれば、原則、使途の制限はありません。

国の臨時交付金は6.8兆円。地方独自事業分は1.2兆円。
熊取町の地方創生臨時交付金限度額は1億9,882万7千円（令和3年12月27日付）です。

アフターコロナを見据えた未来への投資の観点から主に下記事業を行います。
不足分はふるさと応援寄付金を活用します。

①熊取町版緊急生活経済支援 5,374万4千円
ひまわりバス無料化
子育て世帯等独自支援事業
（18歳以下の子どもがいる世帯への臨時特別給付金で所得制限額を超えている方への町独自支援）

②新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る事業 1,391万1千円
PCR熊取モデルの実施
小・中学校の給食調理場スポットクーラーの設置　等

③GIGAスクール構想関連事業 8,166万2千円
教育委員会へのICT支援員の配置
小学校デジタル教科書の導入
普通教室大型モニターの設置　等

④デジタル化推進（行政DX）に係る事業 7,937万6千円
セキュリティ強靭化システムの更新
電子図書館システムの導入
チャットツールの導入
窓口支払いのキャッシュレス化
小・中学校の健康観察アプリの導入
学校図書館電子化　等

合　計 2億2,869万3千円
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環境施設広域化調査特別委員会環境施設広域化調査特別委員会

原子力問題調査特別委員会原子力問題調査特別委員会

令和４年３月11日に開催しました
○し尿処理施設について
　し尿処理業務を泉佐野市・田尻町清掃施設組合施設へ令
和３年４月に委託開始しました。
　大原衛生公苑での残務処理を行い、令和３年９月議会に
おいて条例改正の議決を経て大原衛生公苑は廃止しました。
その後の跡地利用については、まだ決まっていません。

○ごみ広域化について
　新ごみ処理施設は、建設候補地のボーリング調査を実施、
令和４年３月に完了。
　また、環境影響評価実施に向けた手続きに入り、現況調査
を実施していき、令和６年度に評価書をまとめる予定。

　熊取町原子力問題対策協議会及び大阪府原子力問題審議
会の開催を受けて、熊取町原子力問題調査特別委員会を令
和４年１月19日に開催しました。議題は、京都大学複合原
子力科学研究所の現状報告について他１件でした。
　京都大学からは、KUR（5,000kw)の廃炉を令和８年５月
に予定している事、廃炉の手続きを令和３年度中に行うこ
と。研究棟の建て替えを、年度末から施工予定とのこと報
告がありました。

その後、原子燃料工業株式会社熊取で行われている新規制
基準対応する工事の現場を見学しました。

特　別
委員会

施設整備スケジュール
令和５年～７年　造成工事
　　６年～７年　事業者公募、決定
　　８年　　　　新施設工事４か年
　 12年　　　　施設稼働開始

開開 報報催催 告告
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議会改革検討特別委員会議会改革検討特別委員会

議会防災訓練を実施！議会防災訓練を実施！

令和４年３月10日（木）委員７名出席のもと開催。議員定数・報酬の見直しについては、令和元年
９月の設置以来、約２年半にわたり調査、議論を重ねましたが、今委員会で結論を出すべく、委員外
議員からの意見も徴し、委員間も活発な議論がありました。

　令和４年１月17日（月）に27年前に発生した阪神・淡路大震災
の日に合わせて実施。
　災害時における議会・議員の取るべき対応・体制を確認するた
め、令和２年７月に策定した議会BCP（業務継続計画）に基づき
行いました。
　今年度は、タブレット端末を活用して、正副議長以外は役場に
参集できないと想定し、オンラインでの災害発生直後の初動行
動を中心に情報交換を行いました。いつ起こるかわからない災
害に行動できるように努めて参ります。

●議員定数について
　様々な意見が出されました。
　定数を削減が妥当―３名の委員
　現状の定数が妥当―４名の委員
　審議結果は現状の14名が妥当と決定。
●議員報酬について
　様々な意見が出されました。
　	審議結果は現状の議員報酬額（30万
円）が妥当と決定。
●�新規改革事業について
　	情報発信の強化、政策立案や町長へ
の政策提言は引き続き調査研究する。

●�既存事業の改善について
　	議会報告会は区・自治会からの要請
に基づく随時開催とすることに決定。

●その他
　	災害時の情報連絡手段の確保として、
LINEWORKSの活用を決定。
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く
ま
と
り
議
会
だ
よ
り

発
行
／
熊
取
町
議
会
　
編
集
／
広
報
委
員
会

熊
取
町
野
田
一
丁
目
１
番
１
号

NO.57
令
和
４
年
５
月
発
行

熊
取
町
Facebook

熊
取
町
LINE

熊
取
町
マ
チ
イ
ロ

発
行
部
数
17,000部

1部
当
た
り
14円

で
作
成
し
て
い
ま
す

6月定例会予定

議事の進み具合により、会議が終了している場合があります。
日程は変更する場合があります。事前にお問い合わせください。
（議会事務局　072-452-9023）

本会議の
日程
委員会の
日程

会議はいずれも午前10時からです。

議会運営委員会

事業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

6月8日（水）・9日（木）・21日（火）
［予備日］６月13日（月）

6月2日（木）・15日（水）
6月15日（水）
6月16日（木）

（6月15日（水）の議会運営委員会のみ午後１時30分から）

熊取中学校　入学式を終えて

編 

集 

後 

記

　

２
年
前
の
春
は
全
国
で
学

校
等
が
国
か
ら
の
要
請
で
休

業
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
ほ
ど

長
く
続
く
も
の
と
は
考
え
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
３
回
目

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
は
重
要
で
す
。

　

今
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」

か
ら
、
紙
質
と
大
幅
な
レ
イ

ア
ウ
ト
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

よ
り
伝
わ
り
や
す
く
、
よ
り

読
ん
で
頂
け
る
「
議
会
だ
よ

り
」
に
な
る
よ
う
心
が
け
て

参
り
ま
す
。

�

（
Ｓ
・
Ｍ
）

広
報
委
員
会

　

委 

員 

長　

河
合　

弘
樹

　

副
委
員
長　

文
野　

慎
治

　

委　
　

員　

大
林　

隆
昭

　

委　
　

員　

坂
上　

昌
史

　

委　
　

員　

鱧
谷　

陽
子

　

委　
　

員　

渡
辺　

豊
子

　

委　
　

員　

田
中　

圭
介

楽しい学校生活を楽しい学校生活を

　過ごしてください。　過ごしてください。

議会報告会
～議会とミーティング～

中央小　100人　東小　		69人
西小		　　86人　熊中　152人
南小		　　28人　北中　109人
北小		　　75人　南中　145人

新入生の数新入生の数

日時：令和４年５月22日（日）午前10時～
場所：熊取交流センター　煉瓦館（コットンホール）
※報告会で手話通訳が必要な方は、議会事務局へ５月16日（月）までにお知らせください。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止の可能性があります。


